



















































































年 代 自治会数 累計
昭和20年代以前 20 20 
61-…ー一一一一 昭和20年代 O 20 
昭和30~34年 21 
昭和35~39年 4 25 
41-一一 昭和40~44年 13 38 
昭和45~49年 11 49 
3 昭和50~54年 50 
21- 昭和55~60年 51 
昭和60年以降 3 54 
ーー』ーー』ー』ーー回世ーーーー.幽ーーーー ーーー.圃ーーーー由ーー ーーーーーーーーーーーーー
不明 2 56 
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*馬 場 1060 75 ( 7.1) 
古 市 町 400 150 (37.5) 
*神 足 1213 140 (11.5) 
*開 田 1450 
*長 法 寺 400 60 (15.0) 
粟 生 193 50 (25.9) 
*今 里 900 100 (11.1) 
*調 子 440 76 (17.3) 
*友 岡 1470 60 ( 4.1) 
*奥海印寺 750 125 (16.7) 
*下海印寺 285 55 (19.3) 
金 ケ 原 120 30 (25.0) 
*浄 土 谷 20 20 (100.0) 
*北 開 田 403 77 (19.1) 
*勝 竜 寺 220 36 (16.4) 
*久 貝 650 35 ( 5.4) 
古 市 在 750 70 ( 9.3) 






































































































































































































































地区の自治会正副(各 2名計 4名)，両地区の宮総代(各 3名計 6名)，そして宮司を
含めた 11名がその任に当たることになった。このようにして， [自治会長正副・宮
総代 隣組長]という自治会組織がそのまま祭組組織となっていたのが， [総代会(宮
司・自治会長正副・宮総代)一世話人会]とし、う形に約 3年を経て整理されていった。
しかし内実は資料②からも窺えるように，資金面で完全に自治会から独立したもの
とはなっていないのであって，常に自治会の後援を受ける形となっている。
先述したように，宅地開発の関係上，多様な年代層や経済格差の世帯を抱えるよう
になった村落継承型自治会では，神社祭最Eに対する考え方や参加の仕方も住民各様で
ある。宗教行事を拒否する者もいる一方で，子供たちに「ふるさと」を感じさせてあ
げられるような行事に参加したいと考える人も多い。長岡京市のように，相対的に永
住志向の転入者が多い地域では，そうした願望を持つ新住民が多いのが特徴である。
こうした人々を強制ではなく，選択の幅を持たせて，地域の祭杷に部分的に取り込ん
でし、く方法として，世話人会は従来よりも一歩進んだ組織であり，運営方式であろう。
4. まとめにかえて
長法寺自治会が新住民との対話に苦慮した1960年から80年あたりににかけての約20
年間は，奇しくも日本社会の転機と期をーにしている。一面では皮肉なことに，自治
会から祭柁組織を完全でないにせよ分離することで，新住民の地域行事への参加は進
んだといえる。
先の長法寺では実現していないが，一部の地区ではさらに進んだ組織を作り上げて
いるところがある。たとえば奥海印寺では1984年に奉賛会を設立し，氏子会と分けて，
走田神社のお千度への参加を奥海印寺を中心にして，旧奥海印寺村域であった太鼓山，
河陽が丘，谷田といった新自治会の住人からも希望者を募っており，年々会員数を伸
ばしている。また，小倉神社の氏子圏にあたる，下海印寺，金ヶ原，友岡，古市，調
子，久貝，そして大山崎町の下植野と円明寺の 8地区では，神社側の意向のもとに，
1983年に氏子青年会が組織され，中絶していた神輿渡御が再開された。氏子青年会は
旧住民だけでなく，新住民の参加者も多い。奥海印寺の奉賛会同様，旧の小倉神社氏
子圏内にできた新興住宅地の住人にも参加資格が与えられている。このように土地の
神としての性格をひきながらも，任意参加できるという点が新住民の人気を得るとと
もに，参加世帯の増大によって資金量も豊富となり，自治会の援助を受けずに存続で
きる点に，新しい住民組織としての可能性が看取できる。
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